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5 匹のウイスター系雄性ラットを用いた。 GADの証明にはPAP~法 CPeroxidase-an ti peroxidase 
















-細胞体聞のシナプスを形成した。シナプスは， Grayの E 型又は対称型シナプスと呼は、れるタイプのも
のであった。付着する細胞の大きさは 18-23μmで， ミトコンドリア，粗面小胞体などの膜成分に富
む核にくびれのある細胞であった口約57 9cづの陽性終末は軸索一樹状突起聞のシナプスを形成し，付着す
樹状突起の直径は平均 0.71μm と比較的小さく，細胞成分に之しかった。背側核では， GAD陽性終末の
大部分(約90渚)が 軸索樹状突起聞のシナプスを形成した。樹状突起の直径は 比較的大きく(平








めた。 GAD陽性終末は，腹側核において43% もの高率で 軸索 細胞体問シナプスを形成した。背側核
ではその多くが，軸索一樹状突起間シナプスを形成し，わずか 9%が軸索 細胞体間シナプスを形成し
た。この差は近年， GABAをiontophoretically'乙，蛸牛核へ投与した際に腹側核と背側核とで異なった
????つ臼
抑制パタンをとったという報告を形態学的に支持しているものと解釈される。
論文の審査結果の要旨
本研究は，免疫組織学的手法を用い，ラット鍋牛神経核内の，ガンマアミノ酪酸(GABA) 作動性神経
の分布と微細構造を明らかにしたものである。 GABA線維は踊牛核の内でも，腹側核，背側核で異なっ
た分布様式をとるという新知見が示され，乙の事実は電顕的にも確認された口将来，本研究は聴覚系に
おける情報処理機構などの研究に対し寄与するものと思われる。
以上の事から，本研究は学位に値するものと認める。
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